
平成１７年国勢調査第２次基本集計結果（福井県分）の概要 

〔調査基準日：平成１７年１０月１日〕 
 
 
１ 労働力状態 ……全国トップレベルの労働力率・就業率 

 
 ○ 労働力率は６４．０％で全国第４位である。女性の労働力率は５３．５％で昭和

５５年以降全国第１位である。 

 ○ 就業率は６１．３％で、全国第４位である。女性の就業率は５１．６％で今回全

国１位となった。 

○ 労働力率は、前回（平成１２年）と比べると１５～６４歳で上昇したものの、 

６５歳以上の高齢者では低下し、全体では１．１ポイント低下した。 

○ 就業率は、前回と比べると１５～６４歳で横ばいであるが、６５歳以上の高齢者

では低下し、全体では１．８ポイント低下した。 

○ ６５歳以上高齢者の労働力率・就業率の低下は、高齢者人口が９．４％増加した

ことが要因である。 

○ 全国的に労働力率・就業率は、低下傾向にある。 

 

  ※ 労働力率：１５歳以上人口に占める労働力人口の割合 

  ※ 就 業 率：１５歳以上人口に占める就業者の割合 

 

２ 夫婦の就業状況 ……全国第１位の共働き率 

 

○ 共働き率は５８．２％で、平成７年以降全国第１位である。 
○ 前回に比べ２．３ポイント低下しているが、夫の年齢が６５歳以上の高齢夫婦の

割合が８．２％増加したことが要因である。 

○ 全国的にも共働き率は、低下傾向にある。 

 

  ※ 共働き率：夫婦のいる一般世帯数に占める共働き世帯数の割合 

 

３ 従業上の地位別就業者数 ……常雇の割合は全国第１位 

 

○ 雇用者に占める常雇の割合は８６．４％で、全国第１位である。 

 

    ※ 常雇：期間を定めずに、または１年を超える期間を定めて雇われている人 

 
４ 就業時間 ……短縮化の傾向 

 
○ 就業者の平均週間就業時間は、４１．８時間で、前回と比較して１．２時間短か

くなっている。 
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○ 産業別にみると、最も多いのは運輸業の４６．９時間、最も少ないのは農業

の３２．２時間である。 
 
５ 産業別就業者数 ……製造業が最も多いものの割合は低下 

 
○ 就業者を産業別にみると、「製造業」が９５，０８０人と最も多く、次いで「卸

売、小売業」が７２，０１４人、「サービス業（他に分類されないもの）」が  
５２，９４８人、「建設業」が４５，２９８人、「医療、福祉」が３８，４１１人

となっている。 
○ 就業者全体に占める割合は製造業が２２．４％で最も多くなっているが、前回

に比べ、２．８ポイント低下している。 
 
 
６ 外国人就業者数 ……増加傾向の中で最も多いのは中国人 

 
○ 県内に在住する外国人就業者数は、７，１６３人で、前回に比べ、７２３人増

加している（１１．２％増）。 
○ 国別にみると、中国が最も多く、次いで韓国・朝鮮、ブラジルとなっている。 
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